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発表内容

１．不動テトラについて

２．FUTEOS-CIMの概要

３．FUTEOS-CIMの機能と期待される効果

４．現場導入事例

５．おわりに
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１．不動テトラについて

【会社紹介】

・不動建設（株）と（株）テトラが
ひとつとなり、2006年に誕生。

・土木、地盤、ブロックの３事業が
協調する土木系のゼネコン。

・自然災害の多い日本において、
事業を通じて、災害に強い
国土づくりや地域づくりに貢献。

2



/26

１．不動テトラについて

【土木事業】

・陸上土木と海上土木の両方で多様な構造物を創造
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１．不動テトラについて

【ブロック環境事業】

・自然と調和しながら水際線の施設などを護り、国土強靭化に貢献
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１．不動テトラについて

【地盤事業】

・地盤改良の礎「サンドコンパクションパイル工法」のパイオニア
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１．不動テトラについて

【地盤改良技術①】 CI-CMC工法

・スラリーと土を撹拌することでセメント改良体を造成
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１．不動テトラについて

【地盤改良技術②】 SAVE-CP工法

・ケーシングパイプの引き抜き、打ち戻しを繰り返しながら砂杭を造成

7



/26

２．FUTEOS-CIMの概要

【FUTEOS-CIMとは】

・FUDOTETRA One-Stop BIM/CIM solutionの頭文字を取ったもので、
複数のシステムがワンストップで連携するサービス。

※一か所でなんでも揃うという意味

・不動テトラのICT、BIM/CIM技術をひとまとめにしたパッケージで、
地盤改良のBIM/CIM業務を簡単に行おうというコンセプト。

・既存技術のブラッシュアップ ＋ 新しい技術 の融合。
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２．FUTEOS-CIMの概要

【不動テトラの従来のICT施工】

Tarpos3D （GNSS位置誘導） CONOS （施工管理システム）

Visios-3D （施工の見える化）

連携状況

CONOSとVisios-3Dのみ。
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２．FUTEOS-CIMの概要

【FUTEOS-CIMの連携】

Tarpos3D （GNSS位置誘導） CONOS （施工管理システム）

Visios-3D （施工の見える化） ToolPileX （3Dモデリング+属性情報付与）

①連携！

②機能追加！

③新登場！
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２．FUTEOS-CIMの概要

【ご注意】

・FUTEOS-CIMは、BIM/CIMに対応した杭の三次元モデルや、施工
結果データなどを提供するサービスです。BIM/CIM業務を一括して
請け負うものではありませんのでご注意ください。

・FUTEOS-CIMは、施工後のデータ納品を想定しています。
設計段階での三次元モデル作成等については別途ご相談ください。

11



/26

３．FUTEOS-CIMの機能と期待される効果

【利用シーンと使い分け】

・FUTEOS-CIMは、施工中と施工後の二段階で効果を発揮

・必要な成果物に応じたシステムの組み合わせが可能

システム組み合わせ 成果物

1) Tarpos3D + CONOS ・施工結果データ
（CIMモデル作成への活用を想定）

2) Tarpos3D + CONOS + ToolPileX ・CIMモデル（Civil3D形式）

3) Tarpos3D + CONOS + ToolPileX + Visios-3D
・CIMモデル（Civil3D形式）
・3DPDF（施工結果の可視化）

フル機能

最小構成
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３．FUTEOS-CIMの機能と期待される効果

【施工中①】 ICT地盤改良対応

Tarpos3D （GNSS位置誘導）

Visios-3D （施工の見える化） ToolPileX （3Dモデリング+属性情報付与）

CONOS （施工管理システム）

Tarpos3D単体で見ると

目杭なしで誘導できるため、設置作業を省力できるほか、
誘導作業員を減らせるため、安全性が向上が見込める。

CONOSと併用

ICT地盤改良の要件を満たすため、様々な作業が省略できる。
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(中略)

３．FUTEOS-CIMの機能と期待される効果

【施工中①】 ICT地盤改良対応

「3次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）」 国土交通省 令和5年3月版より一部抜粋

Tarpos3D使用で要件クリア
CONOS使用で要件クリア

ICT地盤改良となるため、

①芯出し状況

②施工サイクル写真

③掘起しによる杭頭掘削

が省略できる

現状、ICT地盤改良の
出来形管理要領（案）は

深層混合処理工のみだが。

FUTEOS-CIMは増え行く工種にも
対応できる構成になっている。
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３．FUTEOS-CIMの機能と期待される効果

【施工中②】 誘導結果の共有 ←New!!

Tarpos3D （GNSS位置誘導）

Visios-3D （施工の見える化） ToolPileX （3Dモデリング+属性情報付与）

CONOS （施工管理システム）

情報の一元化

CONOSに情報が集約されるため、後工程のデータ整理が楽になる。

杭番入力作業の省略

誘導結果には杭種や杭番号など、座標以外の情報も含まれており、
それらがCONOSに自動入力される。
従来、手入力していた作業が無くなるため、ミス防止にも繋がる。
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３．FUTEOS-CIMの機能と期待される効果

【施工中②】 誘導結果の共有 ←New!!
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３．FUTEOS-CIMの機能と期待される効果

【施工中③】 施工の見える化（リアルタイム）

CONOS （施工管理システム）

Visios-3D （施工の見える化）

Tarpos3D （GNSS位置誘導）

ToolPileX （3Dモデリング+属性情報付与）

直感的に把握

見えない地中の工事を分かりやすい
アニメーションで表現できるため、
一般の方向けの見学会などで活躍。

離れた場所から安全に確認

専用タブレットでどこからでも施工状況を
把握できるため、立ち合い確認時の
時間短縮や安全性向上に繋がる。
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３．FUTEOS-CIMの機能と期待される効果

【施工中③】 施工の見える化（リアルタイム）
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３．FUTEOS-CIMの機能と期待される効果

【施工後①】 施工結果の見える化

Tarpos3D （GNSS位置誘導）

ToolPileX （3Dモデリング+属性情報付与）Visios-3D （施工の見える化）

CONOS （施工管理システム）

全体の俯瞰

工事終了後に作成される3DPDFでは、現場全体を俯瞰して確認することで、
貫入深度、電流値、スラリー使用量などの傾向を把握することができる。
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３．FUTEOS-CIMの機能と期待される効果

【施工後②】 施工結果一覧の出力 ←New!!

CONOS （施工管理システム）Tarpos3D （GNSS位置誘導）

ToolPileX （3Dモデリング+属性情報付与）Visios-3D （施工の見える化）

CSV出力

CONOSの施工記録には、
深度、速度、流量、座標など
さまざまな情報が含まれており、
それらを手軽にCSV形式で出力できる。
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３．FUTEOS-CIMの機能と期待される効果

【施工後②】 施工結果一覧の出力 ←New!!

CSV出力

BIM/CIM業務（ToolPileX）での利用を想定しているが、通常の集計作業でも大活躍。
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３．FUTEOS-CIMの機能と期待される効果

【施工後③】 属性情報付き3Dモデル作成 ←New!!

CONOS （施工管理システム）

ToolPileX （3Dモデリング+属性情報付与）

Tarpos3D （GNSS位置誘導）

Visios-3D （施工の見える化）

簡単モデリング

CONOSから出力したCSVファイルを
をもとに必要な情報を選ぶだけ。
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３．FUTEOS-CIMの機能と期待される効果

【施工後③】 属性情報付き3Dモデル作成 ←New!!

施工した曜日毎の色塗りや、複雑な杭形状にも対応。 どんどん進化しています。

二軸ラップ(CI-CMC工法)
SD+CP(SAVE工法)

上下二段(FTJ工法)
直方体(中層改良)
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４．現場導入事例

【現場概要】
・工事目的 自動車専用道路の液状化防止
・工法 SAVEコンポーザーHA（静的締固め砂杭工法）
・施工数量 ３８７本 （L=12.7～13.4m）

属性情報
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４．現場導入事例

【BIM作業の効率化検証】

・FUTEOS-CIMと手作業で、BIM/CIMモデル作成に要した時間を比較。

・手作業は本数に比例して作業時間が増加するが、FUTEOS-CIMは
一括作成が可能なため施工規模によらず一定。

・FUTEOS-CIMではヒューマンエラーがないため、手戻りがない。

作業内容 FUTEOS-CIM（分） 手作業（分）

ToolPileX操作 ２

データセット作成

１

４ （初回のみ）

モデル作成 ５４２ （1.4分/本×387本）

属性情報付与 ７７４ （2.0分/本×387本）

確認、修正 ２３２ （0.6分/本×387本）

合計時間 ３ １５５２ （=26時間）

※手作業は10本実施した平均時間から387本分を試算 25
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５．おわりに

【まとめ】

・２０２３年６月にFUTEOS-CIMをリリースし、様々な現場で稼働中。

・少子高齢化による生産人口の減少を見据え、建設現場は更なる
効率化が求められています。
不動テトラの地盤改良技術は、 BIM/CIM技術やICT技術と融合する
ことで現場運営の効率化や生産性を向上に貢献していきます。
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